
 

 

経済記者クラブ発表資料 

第２回 環 境 セ ミ ナ ー の 開 催 に つ い て 
 

 平成２７年１２月８日  
                                                    京都府中小企業技術センタ－ 
                                                       担 当  基 盤 技 術 課 

（化学・環境担当 渡部） 
                                        電 話  0 7 5- 31 5- 86 33 
 
京都府中小企業技術センターでは、企業の環境対策を支援するため、下記のとおり環境セミナーを開

催します。 
 

記 
１ 概 要 
  RoHS 指令、REACH 規制をはじめとする化学物質使用規制の高まりから、化学物質の情報を適切に管理
することが不可欠となっています。本セミナーでは、主に新任担当者の方を対象に、海外化学物質法規
制の企業としての対応、RoHS 指令が求める CE マーキング制度、法改正により義務化されることになっ
た化学物質リスクアセスメントについて解説します。 

 
２ 主 催  京都府中小企業技術センター 
 
３ 後 援  公益財団法人 京都産業２１ 
 
４ 日 時  平成２８年１月２５日（月） １３：３０～１６：３０ 
 
５ 会 場  京都府産業支援センター ５階研修室  
       京都市下京区中堂寺南町１３４（七本松通五条下ル） 

     ※北部産業支援センター・綾部 研修室、けいはんなオープンイノベーションセンター 会議室、丹後・

知恵ものづくりパーク 研修室においてもハイビジョン会議システムによる遠隔セミナーを実施 

 
６ 内 容 

（１） RoHS指令・REACH規制の要点と対策 
 EU 圏内で事業活動を行うために企業に必要な RoHS 指令と REACH 規制の基本事項及び最新動向とそ
の対処のポイントについて解説します。 

 
（２） CEマーキングの技術文書作成のポイント 
 CEマーキングは欧州に製品を輸出するための法規制であり、CEマーキングの技術的要求や整合規格
に基づいた技術文書の作成にあたり、理解すべき構成や記載項目について解説します。 

 
（３） 化学物質に関するリスクアセスメントの実施義務化について 
 労働安全衛生法の改正により、H28 年 6 月から危険性・有害性が確認されている化学物質のリスク
アセスメントの実施が義務化されます。改正内容の概要と化学物質リスクアセスメントの進め方につ
いて解説します。 

 
（４） 個別相談（セミナー終了後、希望者のみ） 

 
※本セミナーでは事前質問を受け付けております。いただいたご質問はセミナー当日に講師にお答え
いただきます。 

 
７ 講 師  一般社団法人東京環境経営研究所 理事長 松浦徹也 氏 
 
８ 定 員  ５０名 
 
９ 参加費  無 料 
 
10 申込先 
      京都府中小企業技術センター 基盤技術課 化学・環境担当 

 電話 075-315-8633  FAX 075-315-9497   E-mail kankyo@mtc.pref.kyoto.lg.jp 
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